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【問い合わせ先】※取材いただける場合は、事前にご連絡ください 
取材について 宗像市地域教育連携室  担    当： 堤    電話： 0940-36-1169 

授業について 宗像市立玄海東小学校  主幹教諭： 出田  電話： 0940-６２-２５00 

11月8日（土）、玄海東小で全校児童・地域住民・保護者が一緒に踊る「みんなで踊ろ

う！鐘崎盆踊り」を開催します。 

「鐘崎盆踊り」は、約 300年の歴史をもつ福岡県の無形民俗文化財です。以前は、運動

会で子どもと地域の人が踊る機会がありましたが、コロナの影響で中止となり、近年は踊

れる子どもが減少し、地域の文化継承が課題となっています。 

こうした状況を受け、玄海東小の３年生と鐘崎盆踊り振興会が協働し、「鐘崎盆踊りのす

ごさや良さを調べ・体験する学習」を実施。振興会がゲストティーチャーとして、児童に踊り

を直接指導しました。当日は学習の集大成として、児童たちの提案により地域全体で踊る

ことになりました。 

【全校児童×地域住民×保護者による 「みんなで踊ろう！鐘崎盆踊り」 概要】 

日  程 ： 1１月８日（土） ９：４０～１０：４５  

（盆踊りは１０：３０～１０：４５のうち５分程度） 

場  所 ： 玄海東小 体育館 

参加者 ： 玄海東小 全校児童（９５人）、保護者、地域住民 

ゲストティーチャー ： 鐘崎盆踊り振興会（23人、平均年齢 70歳） 

  内  容 ： ・３年生が総合的な学習で学んだ「鐘崎盆踊り」の歴史や魅力を発表 (3年生教室) 

           ・「鐘崎盆踊り」を全校児童・地域住民・保護者と踊る (体育館) 

【背景】 「鐘崎盆踊り」は、力強い“口説き（歌）”、野性味あふれる“太鼓”、そして“踊り”の三位一体が

特徴の伝統芸能で、地域の誇りとして長く受け継がれてきました。しかし近年は、踊り手の減少や担い手

の高齢化により継承が難しくなっています。 

老いも若きもみんなで踊ろう！鐘崎盆踊り 

無形民俗文化財を守り続けたい 

《振興会が児童に盆踊りを指導する様子》 


